
 

崔
書
勉
先
生
を
囲
む
会 

―
日
韓
談
話
室
― 

 
 

さ
わ
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
事
と
存
じ
上
げ
ま
す
。 

 
 

本
年
も
良
い
勉
強
会
が
続
け
ら
れ
る
事
を
祈
り
ま
す
。 

 
 

昨
年 

先
生
は
五
十
五
年
の
御
祝
い
の
時
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
十
五
年
に
亘
り
教
え
を
乞
う
て
来
た
私
達
、

さ
さ
や
か
な
祝
賀
会
と
寄
稿
集
作
り
で
感
謝
を
表
せ
た
か
し
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

・
・
・
死
に
場
所
を
探
し
て
い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
り
、
親
し
い
ご
友
人
を
ひ
と
り
一
人
と
失
わ
れ
る
寂
し
さ

に
耐
え
て
御
出
で
の
先
生
・
・
・
年
末
に
は
独
島
研
究
の
大
親
友
内
藤
正
中
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。 

崔
先
生
は
十
二
日
朝 

弔
問
に
お
行
き
に
な
り
ま
す
。・
・
・
一
昨
年
の
夏
の
終
わ
り
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
へ
呼

ば
れ
昼
食
を
ご
一
緒
さ
れ
ま
し
た
。
内
藤
先
生
は
御
昼
食
後
す
ぐ
伊
東
へ
戻
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
・
・
・

大
分
弱
っ
て
お
ら
れ
る
ご
様
子
・
・
・
何
か
印
象
的
で
し
た
。
お
別
れ
に
い
ら
し
た
の
で
は
と
思
わ
れ
ま
す
。 

私
達
は
そ
の
夜 

先
生
を
励
ま
し
乍
ら
先
生
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
く
嬉
し
い
朴
槿
恵
大
統
領
誕
生
等
を
話
題
に

ミ
ニ
談
話
室
を
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
繰
り
合
わ
せ
お
出
か
け
頂
け
れ
ば
と
左
記
の
通
り
ご
案
内
申
し
上
げ

ま
す
。 

 
 
 

 
 

二
〇
一
三
年
一
月
七
日 

｢

崔
書
勉
先
生
を
囲
む
会｣ 

 
 
 
 

代
表
世
話
人 

 

堀 
 

渉 
代
表
世
話
人 
 

橋 

本 

明 
世
話
人   
寺
田 

佳
子 

記 
  
 
 
 

日 

時 
 
 

二
〇
一
三
年
一
月
十
二
日(

土)

十
八
時
よ
り 

 
 
 
 

場 

所 
 
 

中
国
レ
ス
ト
ラ
ン 

“
富
麗
華 

”  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

港
区
東
麻
布
三
―
七
―
五 

電
話
〇
三
‐
五
五
六
一
‐
七
七
八
八 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地
下
鉄
都
営
大
江
戸
線 

麻
布
十
番
駅
下
車
六
番
出
口
よ
り
二
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地
下
鉄
営
団 

南
北
線 

麻
布
十
番
駅
下
車
三
番
出
口
よ
り
五
分 

 
 
 
 

会 

費 
 
 

八
千
円
（
当
日
の
お
取
り
消
し
は
ご
容
赦
下
さ
い
） 

 
 
 

お
日
に
ち
も
近
い
の
で
お
手
数
で
す
が
ご
出
欠
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
三
四
〇
四
‐
六
三
〇
一
又
は
お
電
話 

三
四
〇
四
‐
一
一
八
八
に
て 

一
月
十
日(

木)

迄
に
お
返
事
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

連
絡
先 

オ
ズ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
内
寺
田
・
白
村
・
鈴
木 

電
話
〇
三
‐
三
四
〇
四
‐
一
一
八
八 

 
 
 
 

 

御 

出 

席 
 

御 

欠 

席 
        

（
い
ず
れ
か
に
○
を
お
付
け
下
さ
い
） 

 
 
 
 
 

御
氏
名 

 
  
 
 
 

ご
連
絡
先
電
話 

 


